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本研究開始時には、分裂酵母2本鎖テロメア DNA結合蛋白質として Taz1が、 1本鎖
結合蛋白質として Pot1が知られていたが、本研究により、 Taz1結合蛋白質として Rap1
およびRif1を (Kanohet al. 2001)、Pot1結合蛋白質として Ccq1およびPoz1を同定
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合することを見いだした (Nishiyamaet Po山畑Kin








末端複製問題の試験管内再構成に成功した (Ohkiet a1. 2001)口次に、本系を用いて
テロメア DNA自身が複製反応のよい基質ではないこと、 TRFl，TRF2と結合したテロメ
アクロマチンはさらに複製が国難で、フォーク停止が高頻度で起こることを見いだした
(Ohki et a1. 2004) 0 このことを細胞内で観察するために、 DNA合成酵素αの温度感
受性突然変異をもっマウス細胞 tsFT20を用いて向酵素の機能を低下させたところ、テ
ロメア機能構造の変化とテロメア機能喪失に基づくと思われる特徴的な染色体異常が
起こることが分かつた (Nakamuraet a1. 2005) 以上のことから テ口メアはゲノム
内でも最も複製が国難な「アキレス臆Jに相当することが示唆された。
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